
［ 特 集 ］ 地域とともにある学校　中里高校 のいま

開校を迎えた中里高校

　
「
創
意
、
調
和
、
貢
献
」
を
校
訓
に
掲
げ
る
中
里
高
校
。

　

中
里
地
域
の
み
な
ら
ず
、
小
泊
地
域
や
五
所
川
原
市
市
浦
、
つ
が

る
市
車
力
な
ど
か
ら
も
入
学
し
て
い
る
、
こ
の
地
域
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
高
校
だ
。

　

こ
の
地
域
に
と
っ
て
、
そ
し
て
町
に
と
っ
て
大
切
な
学
校
〝
中
里

高
校
〞
の
今
の
姿
を
取
材
し
た
。

　143人の入学生を迎え、盛大に行われた中里高校の開校

式･入学式と、創立落成記念式典の様子。新しい学校が開

校するという、地域の念願が結実した瞬間だ。

　当時の広報がとらえた写真からは、１期生のりりしい姿

や、保護者･関係者の緊張した面持ちと、これから歴史を

刻む新しい学校への希望が伝わってくる。

　
青
森
県
立
中
里
高
等
学
校
は
、
こ

の
地
域
に
も
高
校
を
と
い
う
住
民
の

強
い
願
い
か
ら
、
昭
和
51
年
に
設
立
。

当
時
、
こ
の
地
域
は
高
校
進
学
者
が

少
な
い
状
態
で
、
中
里
高
校
の
開
校

に
よ
っ
て
、
進
学
率
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
し
、
こ
の
地
域
に
も
高
等
教

育
の
恩
恵
を
与
え
た
。
輩
出
し
た
卒

業
生
は
3
、2
9
7
人（
平
成
22
年
度

末
）を
数
え
、
進
学
や
就
職
な
ど
多

方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。
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　中里高校の学校活動は、
どこの学校でも行われる文
化祭や運動会などのほか、
生徒は就職希望者が多いた
め、インターンシップや就
職講習など、生徒の実情に
あった教育活動が行われて
いる。
　特に就職講習は、今年か
ら行われている新しい試み
で、企業の就職試験に必要
な基本的かつ実践的な知識
を効果的に教えるものとし
て、同校でも就職率アップ
に期待を寄せている。
　川口教頭が強調していた
のは「行動しなければ、力
はつかない」ということ。
まず行動する、という姿勢
が見える。

【文化祭（7月16日）】
　 年１回行われる文化祭は、男装・女装、コーラ早飲み、カラ

オケなど多彩な企画がある。生徒会が中心となって企画し、

生徒たちが自分たちの手で作り上げる恒例イベントだ。

【インターンシップ（8月30日～9月1日）】
　 生徒の職業観を養うインターンシップ。

地域のさまざまな事業所に行き、働くこ

との大切さを学ぶ実習の場だ。

【進路講話（5月25日）】
　 全校生徒に対し行っている進路講話。生徒の進路実現のため、

仕事に対する実践的な知識を学ぶために行っている。この日

は、ジョブカフェあおもりから指導を受けた。

主な学校行事

・遠　足

・文化祭

・運動会

・スポレク大会

・中学校体験入学

・インターンシップ

・全校ガイダンス

・ワークショップ

・進路見学会

・交通安全教室

・防災訓練

・講演会 など

学
校
活
動

School

Activities

部　
活　
動

【サッカー部】 【音楽同好会】
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　近年、中里高校の活動は
学校内にとどまらず、生徒
の出身地域での活動に注力
している。
　この活動の背景には、生
徒の社会勉強といった側面
のほか、「私たちは地域に
支えられている」「地域あ
ってこその高校」といった
ことがある。
　同校が行う地域に根ざす
活動は非常に多彩だ。地域
の住民に学校を開く公開講
座のほか、全校での清掃奉
仕、町のイベントへの参加、
夕涼み会という高齢者への
ボランティア活動まで、多
種多様な行事に自ら参加す
る。

　中でも、ホタルまつりのバスガイドや、高
齢者生活福祉センターが行っている「夕涼み
会」のお手伝い、まちづくり塾での体験や発
表などは、周りの大人たちや社会から高い評
価を受けている。
　ここでも、川口教頭がいう「行動しなけれ
ば、力はつかない」という姿勢が現れていた。

【ホタルまつりinなかどまり】
ホタルの里までのシャトルバス内で、資料片手にホタル観賞客への説明を行う
生徒たち。彼女たちのがんばりに、乗客は大きな拍手を送っていた。

【公開講座】
地域の人たちとの連携や、健康増進を目的に開か
れている講座。地域の人たちが、先生や生徒と一
緒にバドミントンを楽しみ、交流を深めている。

【なかどまりまつり参加】
町の夏祭りにも参加。無形民俗文化財に指定されて
いる「なにもささ流し踊り」の隊列に加わり、中央
公民館からパルナスまでの道のりを練り歩いた。

地域に根ざす活動 School
　 on Community
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　参加している生徒たちの
表情は、真剣で明るい。地
域と関わることは、自分た
ちの将来にプラスになるこ
とを、十分理解しているよ
うだ。学校という若者だけ
のコミュニティの中では味
わえない、社会ならではの
緊張感や面白さを体感して
いる。
　宮本校長は「地域に出す」
ことが、生徒たちにいい影
響を与えると話す。地域に
は多様な人間がいて、違っ
た価値観同士の人間が仕事
をし、交流を持ち、関わり
合いながら生きている。そ
れらを体験することが、彼
らの将来のためになるとい
うのだ。
　実際に活動に参加した生
徒も、地域活動への参加で、
物の見方、自身の能力向上
に手ごたえを感じているよ
うだ。
　この活動は、単に学業･
生活といった枠にあてはま
らない、生徒が歩む人生を
念頭に置いた活動と感じる。
宮本校長が「生徒たちの希
望進路実現が一番」という
経営方針の現れであろう。

【高校生まちづくり塾】
若者の視点からまちづくりを考えようと、地域づくり団体「起きて夢見る会」
が中心になって行っている塾。体験を通じて、生徒たちは町の資源を学んでいく。

【夕涼み会】
高齢者生活福祉セン
ターが行う夏まつり
のボランティア。出
店や高齢者とのふれ
あいなどの活動を行
っている。

【全校奉仕活動】
全校生徒が、一斉に
町内に繰り出し、さ
まざまな奉仕を行う
活動。今年は、運動
公園の側溝清掃、国
道のごみ拾い、静和
園での介助手伝いを
行い、地域の人たち
からも評価を受けて
いる。

中里高校の主な地域活動

・ホタルまつりのバスガイド

・全校奉仕活動

・夕涼み会ボランティア

・公開講座

・なかどまりまつり参加

・高校生まちづくり塾参加

など
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―
ど
う
し
て
中
里
高
校
を
志
望
し
た
？

木
村　

地
元
の
高
校
だ
か
ら
。
近
い
か

ら
。
ほ
か
の
高
校
だ
と
、
地
元
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
に
く
く
な
る
。

中
里
高
校
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

活
発
だ
か
ら
。

―
実
際
に
入
っ
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
？

青
山　

人
数
が
少
な
い
分
過
ご
し
や
す

い
。
そ
の
せ
い
か
、
ま
と
ま
り
が
あ
る
。

先
生
方
も
１
人
１
人
に
尽
く
し
て
く
れ

る
の
で
、
何
で
も
話
せ
る
雰
囲
気
。

―
生
徒
会
の
主
な
役
割
は
？

下
山　

行
事
が
あ
る
と
き
、
ほ
か
の
生

徒
た
ち
を
リ
ー
ド
す
る
の
が
大
き
な
役

割
。
そ
の
中
で
も
あ
い
さ
つ
運
動
は
、

自
分
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
し
、
学
校

を
明
る
く
し
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、

生
徒
会
・
校
紀
委
員
・
P
T
A
・
先
生

方
が
一
緒
に
な
っ
て
、
朝
の
登

校
時
に
玄
関
で
あ
い
さ
つ
の
声

が
け
を
行
っ
た
。
や
は
り
、
人

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
と
自
然

に
反
応
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が

多
く
、
効
果
は
あ
っ
た
と
思
う
。

―
生
徒
会
活
動
の
お
も
し
ろ
い

点
、
苦
労
す
る
点
は
？

間
山　

生
徒
会
の
み
ん
な
で
話

し
合
っ
て
い
る
と
き
は
、
す
ご

く
楽
し
い
。
た
だ
、
会
計
担
当

な
の
で
、
生
徒
総
会
で
の
決
算

報
告
が
私
に
は
つ
ら
い
。
あ
が

り
症
な
の
で
、
震
え
て
し
ま
う
。

野
上　

全
部
楽
し
い
。
い
い
先

輩
を
持
っ
た
お
か
げ
で
。

―
生
徒
会
に
入
っ
て
自
分
は
成
長
し
た

と
思
う
か
な
？

工
藤　

積
極
的
に
、
何
で
も
前
向
き
に

行
動
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
自
分
の
生

活
・
学
業
両
面
で
役
立
っ
て
い
る
。

下
山　

私
は
会
長
を
や
っ
て
、
物
事
に

対
す
る
考
え
方
が
変
化
し
た
。
生
徒
会

活
動
は
ほ
か
の
生
徒
た
ち
の
た
め
に
動

き
、
雑
用
な
ど
も
や
ら
さ
れ
て
面
倒
な

こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
を
面
倒
と
考
え

る
か
、
楽
し
い
と
考
え
る
か
で
仕
事
の

効
率
が
変
わ
る
。
仕
事
の
中
に
楽
し
さ

を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
分
か
っ

た
。

―
中
里
高
校
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動

へ
参
加
し
て
い
る
が
？

秋
田
谷　

外
に
出
て
行
っ
て
、
町
の
人

と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
仕

事
は
で
き
な
い
。
地
域
活
動
へ
の
参
加

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
思
う
。

―
高
校
で
の
目
標
、
今
後
の
目
標
は
？

野
上　

次
期
生
徒
会
長
！　

３
年
生
み

た
い
に
、
３
年
生
が
築
い
た
学
校
を
引

き
継
ぎ
、
も
っ
と
い
い
学
校
に
し
た
い
。

山
田　

卒
業
ま
で
に
、
誰
に
で
も
バ
リ

バ
リ
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
。

―
君
た
ち
に
と
っ
て
中
里
高
校
と
は
？

山
田　

地
元
で
、
明
る
く
楽
し
く
、
気

軽
に
な
じ
め
る
学
校
。

間
山　

家
み
た
い
に
気
楽
に
過
ご
せ
る
。

第
２
の
家
。

秋
田
谷　

暖
か
い
場
所
で
あ
り
、
そ
の

中
で
も
つ
ら
さ
を
教
え
て
も
ら
い
、
自

分
の
人
間
性
を
高
め
て
く
れ
る
場
所
。

青
山　

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
場
所
。

以
上
！

木
村　

中
学
校
と
違
っ
て
、
学
習
へ
の

意
識
レ
ベ
ル
を
高
く
し
て
く
れ
た
。

―
最
後
に
会
長
か
ら
一
言
！

下
山　

中
里
高
校
は
地
元
の
小
さ
い
学

校
だ
け
ど
、
他
の
学
校
に
負
け
な
い
ぐ

ら
い
の
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
！

生徒会との座談会 活発な活動と元気が持ち味の生徒会活動

　

中
里
高
校
の
生
徒
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
登
場
す
る
動
く
集
団
だ
。

対
面
式
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
文
化
祭
、
ス
ポ
レ
ク
大
会
、
運
動
会
な
ど
、

実
に
た
く
さ
ん
の
行
事
に
彼
ら
は
関
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
彼
ら
は
、
生
徒
会
に
望
ん
で
入
っ
た
生
徒
が
多
い
。

左から、青山穂奈美さん（3年・書記）、川口敏彦教頭、木村悠乃さ
ん（3年・副会長）、間山夢子さん（2年・会計）、下山菜奈勢さん（3年・
生徒会長）、工藤本気さん（2年・会計）、野上彩芽さん（2年・副会長）、
山田優平さん（2年・書記）・秋田谷李さん（3年・監査局長）
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―
校
長
に
赴
任
し
て
感
じ
た
こ

と
は
？

創
立
か
ら
36
年
た
っ
て
は
い
る

が
、
校
舎
は
き
れ
い
だ
し
、
施

設
も
充
実
し
て
い
る
。
す
ば
ら

し
い
学
習
環
境
だ
と
感
じ
た
。

生
徒
数
は
全
盛
期
に
比
べ
て
３

分
の
１
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

も
う
少
し
生
徒
数
が
多
け
れ
ば

部
活
動
な
ど
が
活
発
に
で
き
、

学
校
が
さ
ら
に
活
性
化
さ
れ
る

の
で
は
、
と
思
っ
て
い
る
。

―
生
徒
た
ち
の
印
象
は
ど
う
で

す
か
？

総
じ
て
問
題
な
ど
が
少
な
く
、

生
徒
た
ち
は
、
落
ち
着
い
て
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
た
だ
、

生
徒
数
が
少
な
い
、
小
規
模
校

と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
も
う
ち
ょ
っ
と
元

気
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
と

思
う
。
ま
た
、
将
来
に
対
す
る

目
的
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。
逆
に
小
規
模
校

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
き

め
細
か
く
指
導
で
き
る
の
が
、

本
校
の
強
み
と
感
じ
て
い
る
。

―
保
護
者
は
ど
ん
な
こ
と
を
学

校
へ
期
待
し
て
い
ま
す
か
？

部
活
動
や
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
、

と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、

一
番
の
期
待
は
、
進
路
の
実
現

だ
。
進
学
で
も
就
職
で
も
、
希

望
進
路
の
実
現
が
一
番
。
中
里

高
校
は
、
こ
れ
に
向
け
て
い
ろ

い
ろ
な
指
導
を
す
る
の
が
最
優

先
課
題
だ
。

―
地
域
に
出
て
行
く
活
動
の
意

味
・
意
義
は
？

主
な
目
的
は
、
生
徒
に
自
主
性
、

社
会
性
、
協
調
性
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
っ
て
も

ら
う
た
め
。
学
校
の
教
員
と
は

違
う
視
点
の
人
た
ち
と
接
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
養
わ
れ
る

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
学
校
に

赴
任
し
た
直
後
か
ら
、「
と
に

か
く
外
に
出
し
て
ほ
し
い
」
と

教
職
員
に
は
言
っ
て
き
た
。
地

域
に
出
せ
ば
、
子
ど
も
た
ち
も

成
長
す
る
し
、
元
気
に
な
る
。

い
ろ
い
ろ
な
地
域
行
事
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
視
点
と
い

う
の
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。

―
そ
れ
に
対
す
る
地
域
の
評
判

は
？

地
域
の
人
た
ち
の
話
に
、
中
里

高
校
の
話
題
が
上
っ
て
き
て
、

関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と

思
う
。「
中
高
も
が
ん
ば
っ
て

い
る
な
」
と
い
う
感
じ
で
ね
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
も
ア
ピ
ー
ル
・
情
報
発
信
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

地
元
の
学
校
で
す
か
ら
ね
。

―
地
域
の
皆
さ
ん
に
一
言

中
里
高
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

元
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
高

校
と
し
て
、
地
域
と
と
も
に
成

長
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
中

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
元
に

い
い
高
校
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

宮本芳夫校長インタビュー

　中里高校の募集定員は、昨年度70人。全校で６クラス
を維持しているが、それでも今年の入学者数は43人と定
員に満たない。開校当初の入学者は143人を数えたが、少
子化の影響で入学者数は減少している。
　しかし宮本校長は、この高校の必要性をこのように話した。
　「高校全入ともいわれる中、学力だけでなく社会を生き
る力が重要な時代になってきた。だからこそ、中里高校は
地域との結びつきを強め、地域活動に参加しながら、地元
と一緒になって成長してきた。私は、それぞれの地域に個
性があるのだから、地元の生徒は地元で育てるのが一番だ
と思っている。中里高校は、この地域の子どもたちを育てる、
大切な学校だ」
　学校は、地域にとって、そこに住む人々にとっての道し
るべ。これからも地元と一緒に歩んでいく　　。そんな思
いを聞いた気がした。

Ending　　
　　Sentence これからも、この先も。


